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ＩＣＯ簿記特論会計の特訓コース第１回 

建設業会計 総合問題 10 

【制限時間１時間】 

高道建設㈱の当期の下記資料を参照して、〔資料Ⅲ〕の決算整理後残高試算表を完成し、①～⑮の金額を解答用紙

の所定の欄に記入しなさい（単位：千円）。会計期間は×26 年４月１日から始まる１年間である。なお、金額の計

算において端数が生じる場合には、千円未満を四捨五入すること。 

 
〔資料Ⅰ〕×26 年４月１日現在の繰越残高試算表 

 繰越残高試算表  （単位：千円）  

現 金 預 金 80,400 支 払 手 形 5,543,250 

完 成 工 事 未 収 入 金 2,400,000 工 事 未 払 金 532,968 

材              料 134,250 未 成 工 事 受 入 金 28,919 

建 物 240,000 建物減価償却累計額 129,600 

機 械 810,000 機械減価償却累計額 202,500 

車 両 120,000 車両減価償却累計額 49,500 

備 品 90,000 備品減価償却累計額 48,600 

建 設 仮 勘 定 4,137,000 資 本 金 800,000 

 利 益 準 備 金 200,000 
 

 繰 越 利 益 剰 余 金 476,313 

 8,011,650  8,011,650 

 

〔資料Ⅱ〕請負工事の内容（単位：千円） 

 甲 工 事 乙 工 事 丙 工 事 丁 工 事 

工 事 収 益 認 識 基 準 工事進行基準 工事進行基準 工事完成基準 － 

請 負 契 約 金 額 12,000,000 6,000,000 7,500,000 － 

総 工 事 原 価 見 積 額 8,400,000    ？    6,000,000    ？   

前 期 ま で の 実 際 工 事 原 価 2,100,000 3,777,000 － 4,137,000 

当期までの工事代金入金総額 5,400,000 前期 4,740,000 当期 2,405,250 － 

備     考 当期末未完成 当期完成引渡 当期末未完成 当期完成自家使用

（注）甲工事の見積総原価は，工事原価値上りのため当期末に 9,000,000 に訂正する。 

   乙工事については，総工事原価見積額と完成時に集計された実際工事原価は一致した。  
 

〔資料Ⅲ〕その他の資料（単位：千円） 

１．材    料 

①  購  入  高：掛 1,903,800，手形 1,138,800，現金預金 636,600 

②  消  費  高：甲工事 993,384，乙工事 588,672，丙工事 1,876,392，丁工事 220,752 

なお，棚卸減耗はなかった。 

 

２．労 務 費 

①  現金支払高：1,999,800 

②  消  費  高：甲工事 499,950，乙工事 299,970，丙工事 1,099,890，丁工事  99,990 

 

３．工事経費 

①  現金支払高：804,720 

②  消  費  高：甲工事 193,596，乙工事 116,916，丙工事  457,764，丁工事  36,444 
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４．減価償却 

①  建    物：旧定額法，耐用年数 10 年，残存価額 10％（工事関係が 80％負担） 

なお，自家用建物（丁工事）は 10 月１日より営業用に使用しており、耐用年数 10 年、減価

償却方法は定額法を採用する。 

②  機    械：定率法，年償却率 25％、改定償却率 33.4％、保証率 7.909％（全額工事関係負担） 

③  車    両：生産高比例法，総走行可能距離 1,800 千㎞，当期走行距離 540 千㎞ 

残存価額 10％（営業関係が 80％負担） 

④  備    品：旧定額法，耐用年数 5 年，残存価額 10％（工事関係が 60％負担） 

⑤  各工事への配賦基準：労務費消費高 

 

５．その他の取引 

①  現金預金による受取 

完成工事未収入金     2,400,000（甲工事） 

未 成 工 事 受 入 金     4,805,250（甲工事分：2,400,000、丙工事分：2,405,250） 

受 取 配 当 金     1,500,000 

②  現金預金による支払 

支 払 利 息       300,000 

営  業  費       400,000 

支 払 手 形       178,250 

工 事 未 払 金        97,680 

 

６．貸倒引当金を完成工事未収入金期末残高に対して２％設定する。 

 

〔資料Ⅲ〕 

 決算整理後残高試算表 

 ×27 年３月 31 日現在 （単位：千円） 

 現 金 預 金 ( ① )  支 払 手 形 ( ) 
     

 完 成 工 事 未 収 入 金 ( ② ) 工 事 未 払 金 ( ⑦ ) 
         

 材 料 ( ③ ) 未 成 工 事 受 入 金 ( ⑧ ) 
         

 未 成 工 事 支 出 金 ( ④ ) 貸 倒 引 当 金 ( ⑨ ) 
         

 建 物 ( ⑤ ) 建物減価償却累計額 ( ⑩ ) 
         

 機 械 810,000 機械減価償却累計額 ( ⑪ ) 
         

 車 両 120,000 車両減価償却累計額 ( ⑫ ) 
         

 備 品 90,000 備品減価償却累計額 ( ⑬ ) 
         

 完 成 工 事 原 価 ( ⑥ ) 資 本 金 800,000  
         

 営 業 費 ( ) 利 益 準 備 金 200,000  
         

 建 物 減 価 償 却 費 ( ) 繰 越 利 益 剰 余 金 476,313  
         

 機 械 減 価 償 却 費 ( ) 完 成 工 事 高 ( ⑭ ) 
         

 車 両 減 価 償 却 費 ( ) 受 取 配 当 金 ( ) 
         

 備 品 減 価 償 却 費 ( )  
        

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ( )  
        

 支 払 利 息 ( )  
     

 

   

  ( )  (  ) 
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【解答用紙】 
提出不要 自己採点  点  

     
 

(単位：千円 ) 

①   ②  ③   ④   

⑤   ⑥  ⑦  ⑧   

⑨   ⑩  ⑪  ⑫   

⑬   ⑭     

  

 


